
親子で七草がゆを作ろう 廃材で作るインテリアパネル  
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編集長：高岸  

※  講座・イベント等、申し込まれた方への結果連絡は、受講（参加）できる方のみとなっております。  

※  りっくるだよりのバックナンバーは、HP で６ヵ月前まで閲覧できます。  

※  facebook で日々のできごとを掲載しています！  

ホームページ  https://www.rikkuru.jp からログイン！  

 

 

 

リサイクルの  

洋服･着物･家具

の安価販売！  

お手頃価格の  

着物ﾘﾒｲｸ製品･手すき 

葉書･ふすま張替  

 

りっくるだより No.255（2024 年 1 月号） 

月号）  

号）  

リサイクル啓発の「まつやまRe・再来
リ サ イ ク ル

館」月刊紙  

申し込み方法  
来館、はがき、ＦＡＸ（974－4024）、ＨP イベント申込フォーム  https://www.rikkuru.jp  
住所・参加者全員の氏名（フリガナ）・学年・電話番号・イベント名を記入の上、  
〒790-0054 松山市空港通 1-1-32 まつやま Re・再来館  

「○○」係まで  

 

 水平リサイクルとアップサイクル 

最近、よく水平リサイクルという言葉を耳にします。従来のリサイクルはダウンサイクルと

いうもので、例えばペットボトルを回収して洗浄・粉砕して、ペレットという小さな粒状に

し、それを熱処理して化学繊維を作る材料とします。ボトルという製品から材料へと価値が低

下するのでダウンと表現されており、使用済みペットボトルから新たにペットボトルを製造す

るのは同じ価値なので水平と表現されています。ヨーロッパでは以前から、ペットボトルや食

品トレイの水平リサイクルが実現していましたが、日本は食品衛生法が厳しくて、最近になっ

てようやく一部のペットボトルが水平リサイクルできるようになりました。食品トレイの方

は、生の肉や魚を入れる容器なので、消費者の理解を得るのは難しいかも知れません。  

またアップサイクルというのもあり、例えば古タイヤを加工して縫製し、おしゃれなデザイ

ンのバッグにするのがこれに当たります。もともとは厄介なゴミが素敵な商品に化けたので価

値がアップした訳です。アフリカのある国では、町中に捨てられていたビニール袋を拾い集め

てカラフルで丈夫で防水性の高いリュックサックを製造し、それを先進国の消費者が購入する

ことで環境問題の改善につなげていますが、これもアップサイクルの好例と言えます。従来か

らあるパッチワークも、布ごみがアート作品になるのでこの種類に属します。    （高岸）  

 

 

                                                                                    
1 月６日(土)10～12 時  

 

 

 

 

 

 

＜持込可能な家具の修理＞＜網戸張替＞   

※申込方法・締切（１２ /２５） ・結果連絡方法は講座と同じ。事前申込が必要  

※家具・網戸実費（６００円程度 /網・ゴム持参は１００円 /横幅８５ cm 以上は別料金）  

日  時  ：  令和 6 年  １月７日（日）  

１３：３０～１５：３０  

内  容  ：  七草がゆ作りと七草のお話  

対  象  ：  小学生以上の親子   

人  数  ：  ６組  

参加費：  無料  

持参品：  エプロン、三角巾、水筒  

     ふきん、ハンドタオル  

締  切  ：  １２/２５（月）必着   

 

 

りっくるＨＰ  

日  時  ：  令和 6 年１月２１日（日）  

１０：００～１４：３０  

内  容  ：  廃材で土台を作り、ペーパーナプキンを

貼って、インテリアパネルを作ります  

対  象  ：  小学生以上の親子または大人  

    （大人は糸のこ講座受講済の方）  

人  数  ：  ５組  

参加費：  ５００円  

持参品：  昼食、ごみ入れ  

ゴム手袋、絵筆（小）  

締  切  ：  １/１２（金）必着   

 

 

＜見本＞  

https://www.rikkuru.jp/
https://www.rikkuru.jp/

